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どうやって花開かせるか
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ＷＨＡＴなくしてＨＯＷなし

WHY
WHEN
WHERE
WHAT
WHO
HOW

なぜ問題？

いつ問題？

どこで問題？

何が問題？

誰の問題？

どう対処？

日本人はこれが
とにかく大好き。
何が問題なのか
よく確認せずに、
対処を知りたがる。

＝手段の目的化

HOWやWHYの
前に、こちら。
何が起きている
かよく確認せず
対処に走れば、
必ず失敗する。



① 人情が豊かだった１９５０年

② 高度成長期の１９７０年

③ バブル景気の１９９０年

④今現在

戦後の日本で殺人事件の件数が
一番少なかったのはいつ？ ＠警察庁犯罪
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平成２年

どうする？の前に現実を把握せよ

例①：日本の治安
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例①：日本の治安日本は、昔以上に
暴力犯罪が少ない国。

ところが治安はどんどん悪化している
と、イメージで対策を求める声ばかり。
実際には、暴力犯罪がさらに減ったので
一件一件報道されるようになっただけ。

他方でネット犯罪対策は進まない。
警察を名乗る詐欺の被害額は930億円/年なのに
対応した警察庁の捜査チームは全員で50人だけ。
道内で不要不急のネズミ捕りをする人数は…？

事実の把握がなく「対処策」に
走るなら、いつまでも事態

は改善しない。



1. “人口減少”は地方だけの
問題？ 日本だけの問題？

2. “賢く縮む”ことで人口減少に
対処しよう、って本当？

3. 実効性のある人口減少対策：
地方の４つの潜在市場を拓く



“人口減少”は地方
だけの問題？

日本だけの問題？



①東京都

②東京都(日本国籍のみ)

③札幌市

④北広島市

⑤新ひだか町

⑥浦河町

⑦東川町

あ ま

⑧ 島根県海士町

都会は人口増で、田舎は人口減？

2021年→2026年の
住民票数の増減(外国籍者含む) 総人口

+1.7％
△0.0％
△0.4％
△3％
△10％
△8％
+3％

+2％

15-44
歳人口

+1.0％
△2.5％
△4.6％
△9％
△14％
△7％

+0.2％

+23％

0-14歳
人口

△6％
△7％
△10％
△13％
△23％
△24％
+5％

+1％

若者
の数

未来世代の数

「地域みらい留学」で都会の高校生を受け入れ→都会に進学・就職
した卒業生の中から、転職して島に戻ってくる“Sターン”が多く発生

人口２千人の
隠岐の離島



①東京都

②札幌市

③北広島市

④新ひだか町

⑤浦河町

⑥東川町

⑦ 島根県海士町

でも田舎は高齢化が深刻で、
「消滅に向かっている」のでは？
高齢化率：2026年
75歳以上の増加：21→26年
住民票数（外国籍者含む）

高齢化率

２2％
29％
35％
36％
35％
31％
38％

７５歳以上
人口の増減率

13％
22％
25％
6％
7％
17％
△2%

65歳以上÷総人口

かつて若者が
出て行き過ぎて
“年寄りのなり手”
が乏しい状態

流れ込む若者が、どんどん
75歳を超えていくので、
今後も増え続ける

団塊世代が多い
ので増加がピーク



今後の人口増＝後期高齢者の増加

東京など都会の
人口増は75歳
以上の増加



２０５０年の日本はどうなっている？

①過疎地は消滅に向かい、
都会だけが栄えている。

② 家が狭く住居費が高く、自前の子どもが減

る一方の都会も衰退に向かう。
③ 地方から先に高齢者が増えなくなるの

で、若者を受け入れる一部の地方
に、子どもを再び増やし、
先に再生するチャンスが。

×



①中国

②韓国

③ ASEAN
④インド

⑤欧州

⑥ 南北米州

⑦日本

⑧東京都

⑨札幌市

⑩新ひだか町

15-44歳
△34％
△41%
△3%
△5%
△13％
△6％

△22％
△6％

△22％
△49%

75歳以上

+188%
+152%
+182%
+190%
+57%
+112%

+13%
+31%
+32%
△18%

0-14歳
△43％
△33%
△14％
△16％
△14％
△1％

△24％
△5％

△22％
△50%

2025-50年の増減

人口成熟が深刻なのは地方？都会？世界？

国立社会保障･

人口問題研究
所中位推計→

外国人居住者
含む

国際連合
人口部
2024年
中位推計 →

移民含む

もはや
年寄り
の成り
手が足
りない



２０５０年の世界はどうなっている？
①日本では東京だけ、世界では

インドや米国が栄えている。

② 少子化が進み、高齢者は激増し、東京も
世界も、日本の地方と同じに。

③ 世界や東京に先駆けて高齢者が減り
始めるのは、日本の地方。

医療介護費用は年々減り始めるので、
若者定着と子どもの再増加に注力でき、

地方に先に再生するチャンスが。

×



“賢く縮む”ことで
人口減少に対処
しよう、って本当？



大都市と過疎地では密度が違う。
人がまばらな田舎は消滅する…？



①アイルランド

②スウェーデン

③米国

④ニュージーランド

⑤カナダ

山地と湖沼を除いた面積（農地含む）で人口を割ると、
新ひだかには東京の1%未満の89人しか住んでいない。
世界の国で、そんな新ひだかと同じ密度感なのは…？

×
×

新ひだかの可住地人口密度は世界だと？

84人
82人
55人
31人
7人×



日本の大都市圏は 世界的に見れば

異常なレベルの人口“過密”地

ガラパゴス化した日本の大都市の
目線では、人のいない田舎とされる
が、世界的に見れば、たいへん人口

密度が高い地域。

極端な密集で住居費が高く、
子どもを持てず、出生率は下がる。

地震や水害があれば、被災者の数は
地方よりはるかに多くなる。

農林地がないので、物々交換や贈与が
不活発⇒お金に100％依存した生活に。

⇒老後の生活に大きな不安が。



広さは、豊かさ。過疎は、適疎。
コンパクトに住み、広く農地に使えばいい



人口減少時代の日本のあり方
① “効率”の悪い田舎からは 撤退

し、都会に集中する。

② 文明生活をあきらめる。

③ 田舎は「世界標準」に戻す。
・上下水道は「緩速ろ過」/合併浄化槽で、小規模分散化

・電気は再エネ利用を各地で増やし、オフグリッドも導入

・家庭菜園と物々交換のさらなる普及で、持続可能性向上

・まちづくりは本来の意味の「コンパクトシティ＆タウン」
↑「過疎地から撤退」ではなく「開発地の密度の維持」

歯止めない
少子化で、
日本は消滅
に向かう

人口半減で
も世界では
最高密度。
悲観は無用。



実効性ある人口減少対策：
地方の “５つの
潜在市場”を拓く



地方の５つの潜在需要とは？

地方には食と自然エネルギーという
資源はあるが、以下を逃している：

①「バケツの穴」から漏れる需要

②女性の潜在需要

③若者の潜在需要

④都会で生まれ育ち、地方を知ら
ない若者の潜在需要

⑤訪日外客の潜在需要



①バケツの穴から漏れる需要とは？

地方が一次産品で稼ぐ黒字は、産業用
資材や、外から買う加工食品など、工業
製品の購入で都会に戻ってしまう

→地消地産（＝地元で消費するものは地
元産に）で、漏れバケツの穴をふさげ

農業は、肥料や飼料を地元での循環で賄おう

馬産に必要な資材の、地元生産を増やそう

観光客の飲食物は地元産利用を徹底しよう



② 地元女性の潜在需要とは？

供給側が高齢男性に偏っている地方ほど、
地元女性の高度な需要は、
都会や通販に向け流出している

→供給側の世代交代/新規参入
促進で、一定部分を地元に取り
返すことが可能

こじゃれた飲食店や、カフェ+雑貨の個店
が、地代の安い過疎地で増えているのは、
典型的な先行現象（←彼らが売るのは、お洒
落な空間）



③ 地元の若者の潜在需要とは？

人口減少の早く進んだ地方ほど人手不足

→賃上げを早く進めざるを得ない

→地方ほど住居費が低く、その分
だけ可処分所得は大きくなる

→地元消費に回る分も拡大へ

一部の過疎県で都会よりも経済成長率が
高くなっているのは、賃上げによる消費
拡大が既に起き始めているのも理由と考
えられる。



④ 都会で生まれ育ち、地方を
知らない若者の潜在需要とは？

都会では、一人当たりの経済規模
（＝可処分所得や消費）が拡大していない

根底にあるのは空間的なゆとりのなさ
＝“人口密集の限界”
→空間にゆとりのある地方の実態が

都会の若者に知られるにつれ、短期定住、
二地域居住、移住の需要が拡大

浦河の神馬建設のﾄﾚｰﾆｰ受入は、この掘り起こし



⑤訪日外客の潜在需要とは？
訪日客は東京・京都・大阪に集中
しかし潜在市場はまだまだ膨大

→高単価で日本愛の強いリピー
ター層が、どんどん地方を開拓

→ 世界最大の都市・東京や、最大級の大阪で

喜ぶお登りさんが一巡する一方、地

方の自然の多様な豊かさが知られて、長
期滞在・短期定住需要が拡大

宿泊・飲食に加え、家庭でのガイド付き講習が成長へ



５つの潜在需要開拓の際の注意点

①には(若い)町民の認識刷新が必至

「都会にお金を戻す使い方はできれば避ける」
という行動変革ができれば、経済は変わる

②～⑤はすべて(超)ニッチ市場
「都会と同じチェーン店が地方にも欲しい」
といった、マスの需要と混同してはいけない

マス市場は人口減少に弱いレッドオーシャン

鍵は、需要に応じた高価格設定と、
その上での相応のコストダウン


